
英語科学習指導案 

指導者 森澤 葉子 

日 時  令和４年 11 月 19 日（土） 第１校時 ９：20～10：10 

年 組  中学校 第３学年２組 計 39 名（男子 18 名，女子 21名） 

場 所  中学校３年２組教室 

単 元  Be Prepared and Work Together / NEW HORIZON English Course 3（東京書籍） 

単元について 

 本単元は，中学校学習指導要領（平成 29 年告示）外国語科の（３）話すこと［発表］（ウ）及び，話

すこと［やり取り］（ウ）に重点を置き，社会的な話題について聞いたり読んだりしたことから，自分の

考えや気落ちなどを話したり，相手からの質問に対して適切に応答したりする活動を行う。題材として

は防災が取り扱われている。日本に住んでいる外国人に対し防災について調査行い，その結果から分か

ったことや，地震に遭った時に外国人がどのようなことに困るか，また外国人向けの自治体の防災訓練

についての英文を読む中で，防災・減災への意識を高めるとともに，誰もが安心して暮らすことのでき

る社会にするために中学生の自分たちにできることを考えさせることができる。単元末のパフォーマン

ス課題に向けて，避難所までの正確な道順を教える活動，家庭でできる防災の取組を考える活動，防災

に関する知識を習得する活動を仕組み，正確な情報を相手に伝える力と，防災について自分にできるこ

とを考えさせ，構成を整理して説得力のある意見を伝える力を育成する。 

 防災に関する知識をまとめて共有し，地域の一員として防災に取り組む意識を持たせるために，単元

末では簡単な南区の防災マップを班ごとに作成する。作成時の工夫として，２年次で学習した Universal 

Design の「必要な情報がすぐ理解できる」という視点を取り入れる。また，NHK アーカイブスにある東

日本大震災で被災した外国人の体験談を聞いて，母語１つとっても様々なバックグラウンドを持つ外国

人が日本に住んでいることや，彼らの困り感を知り，防災マップは英語が母語話者ではない外国人にも

分かりやすい，やさしい日本語と英語で作成することとした。やさしい日本語で作成する際のヒントと

して，外部講師を招き，やさしい日本語とはどのような視点で考えるとよいか講話をしてもらった。 

 生徒はこれまで理由をつけて自分の意見を述べる活動を何度か行ってきた。その際，一般的でありき

たりな意見を述べる生徒の割合が多かった。言語材料としては間接疑問文と後置修飾が取り扱われてお

り，説明する際に使える表現を学習することができるため，指導の際には意見を述べるときに使える表

現や，事実やデータを用いて自分の意見につなげていくという活動を通し，単元を通して社会的な話題

について事実や根拠を元に，理由をつけて自分の意見を述べることができる力を育成する。自分の考え

や伝えたいことを自分の言葉で表現できる力を身に着けさせることによって，将来国際社会で活躍でき

る人材を育成していきたい。  

 

指導目標 

・ 標識の意味や災害時に必要なものについて，正確な情報を理解できるようにする。 

・ 防災について事実や根拠を元に，理由をつけて自分の意見を述べられるようにする。 

・ 誰もが安心して暮らすことのできる社会にするために，自分にできることを考え，班のメンバー

と協働して地域貢献の一環として学習活動に取り組むことができるようにする。 

 

 



指導計画（全 13 時間） 

次 時 学習内容 

１ １ ・道徳（防災） 

２ 

２ ・Scene 1 

３ ・Scene 2 

４ ・Read and Think 1 

５ ・Read and Think 2 

３ ６ ・やさしい日本語講座 

４ 

７ ・相手の意見を聞いて自分の主張を述べる 

８ ・自分にできることを，具体例とともに述べる 

９ ・三角ロジックを使って防災について自分にできることを述べる（本時） 

５ 10～13 ・防災マップ作り 

 

本時の目標 

 外国人が困ったことを読み取り，自分にできることを考えて表現することができる。【思考力・判断

力・表現力等】 

 

「教科等本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」との関連 

 防災について自分事として捉えさせるために，日本に住む外国人にアンケートを取ったり，外部講師

を招いたりする活動を仕組み，生活と結び付けられるように単元末の成果物として簡単な防災マップを

作る活動を取り入れた。【授業構想力】 

 ICT を効果的に活用した言語活動を仕組んだ。【授業実践力】 

 

学習の展開 

学習活動と内容 ○指導上の留意点（◆評価） 

導入（10 分） 

あいさつ 

１．1min. chat を行い振り返りシートに記入す

る。 

 

 

 

 

展開（25 分） 

２．前時の復習をする。 

 三角ロジックの使い方の review 

 

 

 

〇言いたかったけど言えなかった表現や，できる

ようになったことを記入させる。 

 

 

 

 

 

〇Data と Reasoning の部分に何を入れたらよい

か復習させる。 

 

【課題】 

外国人が困ったことを読み取り，自分にできることを考えて表現することができる。 



３．日本に住む外国人にとったアンケート結果を

見て三角ロジックに当てはめる。 

 Claim, Data, Reasoning の部分に入る表現を

考えて記入する。 

 

 

 

４．ペアで発表する。 

 

まとめ（10 分） 

５．三角ロジックシートを iPad で撮影してロイ

ロノートに送る。 

６．振り返りシートを記入する。 

７．次時の学習内容を確認する。 

○三角ロジックのどの部分に入るか考えさせる。 

 

〇調査結果を読み取り，Data と Reasoning の部分

に入る表現をメモするように指導する。 

〇発表で使える表現をロイロノートの資料箱に

入れておく。 

 

〇相手の意見の良いところを見つけるように指

導する。 

◆ 事実や根拠を元に自分の意見を述べている。

【思考力・判断力・表現力等】 

 

 

 


